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    虫歯が無いのに歯がしみる「知覚過敏」治療編 
前回、「知覚過敏」の原因について述べましたが、今回はその対処法と予防法についてお話したいと

思います。前述のようにこの病気はなかなかスッキリとは治らない厄介なものです。実際の治療法は

症状の度合いによって ①薬を塗る(薬で象牙細管をふさぎ、刺激を伝わりにくくします) ②歯の表

面をプラスチックでコーティングする(エナメル質の代わりを作ります) ③神経を取る(重症の知覚

過敏の場合)  以上の方法になりますが③の神経を取る以外の治療法は完全に「しみ」が無くなるこ

とは難しく、しみる度合いを和らげる程度のことになる事が多いようです。 

予防法としては、ブラッシングする力が強すぎる方(歯ブラシの毛先がすぐに開いてしまう方)は歯科

衛生士などに正しいブラッシング法を教えてもらいましょう。早めに気づく事が大切です。歯ぎしり

やくいしばりをする方は歯ぎしり防止用マウスピース(保険適応)を入れて寝ることをお勧めします。

また、市販されている知覚過敏用の歯磨き剤を使用したり、歯科医院でフッ素やフッ素入りのＭＩペ

ーストで歯質を強化するのも良いと思います。歯ぎしりくいしばりが１番の原因のため必要以上に強

く噛まず、お口をリラックスさせることが大切です。 








